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1．はじめに 
近年、鉄道に関する技術開発が進み、軌道構造、検査手法も大きく変化してきている。当社では、

平成 15年度から本格的に導入の始まった 2000形分岐器（通称 次世代分岐器）を筆頭に、多くの
新技術導入が行われている。 
また、老朽施設の取替えも今後のメンテナンスを考える上で重要な意義を持つことから、重要側

線や分岐器の重軌条化、側線木マクラギの PCマクラギ化等も計画的に進められている。 
 
2．背景 
青梅構内 74、75、76号分岐器は、青梅駅の終点方に敷設されており、本線から留置線への入換
に使用している。74号分岐は 37kg軌条、75、76号分岐は 30kg軌条であり、いずれも旧式の分岐
器である。 
現在、37kg 分岐、30kg 分岐の主
部材（トングレール、クロッシング

等）は受注生産でなければ入荷でき

ないため、材料手配に時間がかかる

うえ、価格も割高である。また、災

害用として保管している材料も残り

少ない現状にあることから、今後は、

監視を強化していく必要となってい

くことが予測される。 
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図-1 青梅構内略図 

74号、75、76号分岐器の各種検査結果は管理目標値以内で推移しているものの、老朽化が進み
保守管理も容易でない現状にあったが、分岐器重量化の予算が組まれたことから、分岐器 3台のう
ち 2台の全交換を実施することとなった。 
 
3．分岐器全交換 計画と施工 
1) 継目位置変更に伴う短レールの挿入 

74号、75号について、新分岐器交換後のスケル
トンを作成し、現姿と比較したところ（図-2）、74、
75 号の後端継目位置が 0.634m 短くなることがわ
かった（30kg、37kg 分岐は 50N より分岐器後端
方向に分岐交点があるため）。74号分岐後端継目は、
75 号のレールを長くすることで対応可能であるが、
75 号の 76 号分岐と接続するためには短レールを
挿入しなければならない。 
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当社実施基準では、側線における短レール使用の

制限はないものの、保守管理上 5m未満の短レール
は残すべきでない。短レールを解消するためには、

レール溶接によりレール長を長くすることになる

が、76号側は 30kg軌条のためレール溶接ができ 図-2 スケルトンによる比較 

ない。このため、75分岐において解消することとし、溶接が不可能なマンガンクロッシングを圧接
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クロッシングに変更した。 
また、75号と 76号を 50N-30kg異形継目板つなぐ場合（⇒図-3 ①）、レール高さの違いが大きい
ことにより折損しやすいため、使用を避けることが好ましい。 
このことから、短レールは 50N-30kg の中継レールを 0.635m に切断して挿入することとし、挿入
後に圧接クロッシングと溶接することとした。（⇒図-3 ②） 
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図-3 分岐後端

岐器の組立と施工計画 
岐器の組立には、最低でも分岐器 1 台分のス
が必要となる。本工事においては、75 号分岐
と軌道の間に支障物（電柱、擁壁等）があり

、青梅構内では代替の組立箇所が確保できな

で組立・載線することとした。 
全交換を施工する 74号、75号分岐器付近は
いうえ、資機材や重機の搬入出に制限を受け

で施工することができない。 
を踏まえ、図-4のような施工計画を立てて施 
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線の線閉着手により分

解体を開始し、上本着
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わりに 
18年度、八王子保線
ンターにおいては、6
岐器を重量化した。 
も支社管内において

分岐器重量化を予定 
り、今後ますます保守困難箇所の減少が図ら

がら、本工事の施工及び資料提供にご協力い

ます。 
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ペース（今回のケースでは、全長 20m、全幅
器付近にある駐車場での組立を考えていたが、

、組んだ状態での載線ができない。 
いことから、駅間（青梅～宮ノ平間 19k200m

、隣接して建物が立地しているため作業スペー

る状態であることから、一度に複数の作業を同

工した。 
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図-4 75号全交換施工計画 
れていくと考えている。 
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